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序章 はじめに

序章 はじめに

１ 背景・ 目的

下呂市は平成 年 月16 3 に、旧萩原町、旧小坂町、旧下呂町、旧金山町、旧馬瀬村の 5
町村が合併し誕生した。合併前の市内交通体系は、旧萩原町及び旧金山町ではコミ ュ ニ

ティ バス、旧下呂町では自主運行バス、旧小坂町、旧馬瀬村では、民間路線バスを運行し

ていた。

平成 年 月20 4 、下呂地域の自主運行をコミ ュニティ バス化し、これまで不均衡であっ

た萩原、下呂、金山の運賃の統一化を図ると と もに、地域のニーズに対応するため下呂地

域、金山地域の交通空白地帯にはデマンドバスの運行を開始し、市民生活の交通手段は

最低限確保した。また、料金の見直しに併せて高校生には定期割引制度、高齢者等には福

祉パスポートやデマンドバス用の年間利用券を導入し均衡を図っ た。

平成 年 月24 3 には、下呂市公共交通計画を策定し、「 地域に支えられた持続性のある

生活交通ネッ トワークの構築」 を目標に定め、路線の見直し等を行っ てきた。

しかしながら、その後も少子高齢化や都市部への人口流出により 人口減少が進んでお

り 、公共交通の利用者も下降の一途をたどっ ている。そのため、下呂市内のバス運行は全

ての路線で厳しい収支状況が続いており 、現在も市が費用を負担しなければ維持できな

い状態と なっ ている。バス運行を維持していく ために、利用の少ない区間の廃止や利用

の少ない時間帯の便数を減らす等の見直しを行っ てきたが、多様化、高度化するニーズ

に現行の取組みでは限界に達しており 、公共交通の枠組みでだけでは対応できていない

ため、新たな枠組みの構築を検討する必要がある。

下呂市は「 日本三名泉」 の一つに数えられる下呂温泉を有し、年間 万人100 の宿泊客

が訪れており 、 また近年では鉄道等を利用した外国人観光客が多く 訪れるため、 そう い

っ た観光客の二次交通と しても考える必要がある。

このよう な背景を踏まえ、平成 年 月26 11 に「 地域公共交通の活性化及び再生に関す

る法律の一部を改正する法律」（ 平成 年法律第 号26 41 ） が施行されたこと を機に、再度

地域に支えられた持続性のある交通ネッ トワークの構築を目指し、「 下呂市地域公共交通

網形成計画」 を策定する。

▲下呂温泉
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序章 はじめに

２ 計画の区域

計画の区域は下呂市内全域とする。

３ 計画の期間

計画の期間は、下呂市第二次総合計画の計画期間（ （2015 平成 27） 年度～2024年度）
と の整合を図る観点から、 （2018 平成30） 年度～2024年度の 7年間と する。

４ 計画の全体構成

第９章 評価・ 改善の仕組み

第５章 実態調査結果の概要

第６章 公共交通に関する課題

第７章 計画の目標と 方針

・ 将来像

・ 基本的な方針

・ 計画の目標

・ 公共交通ネッ トワークの形成方針

第８章 目標を達成するために行う 事業

及び実施主体

第１章 下呂市の現状

第２章 下呂市における公共交通実態 第３章 前計画の評価

第４章 上位・ 関連計画と の関連
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序章 はじめに

５ 上位・ 関連計画における本計画の位置づけ

本計画は下呂市第二次総合計画を上位計画と して、関連する計画と の整合を図り なが

ら公共交通に関する基本計画を定めたものと 位置づけられる。

これまで下呂市公共交通計画が策定されているが、 その計画年度が終了していること

から 、新たな計画と して策定する。

図表序 本計画- 1  の位置づけ

※年度は、計画期間を示す。

下呂市第二次総合計画（ （2015 平成27） 年度～2024年度）

下呂市地域公共交通網形成計画

（ 2018（ 平成30） 年度～2024年度）
関連計画

・ 過疎地域自立促進計画

・ 地域福祉計画 第 期( 3 ) 
・ 第 期介護保険事業計画7  
・ 下呂市都市マスタープラン

・ 下呂市地域再生計画

等

下呂市公共交通計画

（ 平成 年度24 ～平成 年度28 ）

▲がんだて公園

▲中山七里

▲四美のしだれ桜

▲下呂温泉

▲馬瀬川
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第１章 下呂市の現状

第１章 下呂市の現状

１ 少子高齢化・ 人口減少の顕著な進行

（ １ ） 下呂市の人口推移

平成 年度以降23 、総人口は徐 に々減少し続けている。年少人口（ 15歳未満の人口） 及
び生産年齢人口（ 15歳以上 歳未満65 の人口） が下降の一途をたどっ ている一方で、老年

人口（ 65歳以上の人口） は一貫して増加を続け、高齢化率は平成 年度28 には 38％にな
っ ている。

図表 下呂市1- 1  の年齢 区分別人口及3 び高齢化率の推移 （単位：人）

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
年少人口 4, 358 4, 211 4, 071 3, 896 3, 815 3, 658
生産人口 20, 054 19, 392 18, 729 18, 119 17, 606 17, 082
老年人口 11, 997 12, 194 12, 401 12, 612 12, 671 12, 697
総人口 36, 409 35, 797 35, 201 34, 627 34, 092 33, 437
高齢化率 ％ ％ ％ ％ ％ ％33. 0  34. 1 35. 2 36. 4 37. 2  38. 0
出典： 下呂市人口動態（ 各年度末）

出典： 下呂市人口動態（ 各年度末）
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第１章 下呂市の現状

（ ２ ） 地域別の年齢別構成

旧町村単位の 5地域でみると 、小坂地域、金山地域では高齢化率が 40％を超え、少子
高齢化が顕著な地域と なっ ている。他方、萩原地域や下呂地域では年少人口比率が比較

的高く 、高齢化率は若干低めと なっ ている。 このよう に地域によっ て人口構成に特徴が

みられる。

図表 地域別年齢 区分別人口1- 2  3                                  （単位：人）
区分 男 女 計 構成比

下
呂
市

萩原

地域

年少人口 ％674 641 1,315 12.4
生産年齢人口 ％2,817 2,768 5,585 52.6
老年人口 ％1,602 2,112 3,714 35.0
小計 ％5,093 5,521 10,614 100.0

小坂

地域

年少人口 ％146 136 282 9.0
生産年齢人口 ％778 688 1,466 47.0
老年人口 ％582 789 1,371 44.0
小計 ％1,506 1,613 3,119 100.0

下呂

地域

年少人口 ％686 658 1,344 11.0
生産年齢人口 ％3,215 3,170 6,385 52.0
老年人口 ％1,935 2,608 4,543 37.0
小計 ％5,836 6,436 12,272 100.0

金山

地域

年少人口 ％325 281 606 9.7
生産年齢人口 ％1,516 1,521 3,037 48.6
老年人口 ％1,132 1,477 2,609 41.7
小計 ％2,973 3,279 6,252 100.0

馬瀬

地域

年少人口 ％68 43 111 9.4
生産年齢人口 ％290 319 609 51.6
老年人口 ％200 260 460 39.0
小計 ％558 622 1,180 100.0

全体

年少人口 ％1,899 1,759 3,658 10.9
生産年齢人口 ％8,616 8,466 17,082 51.1
老年人口 ％5,451 7,246 12,697 38.0
小計 ％15,966 17,471 33,437 100.0

出典： 下呂市人口動態（ 平成 年 月末29 3 ）



6 

第１章 下呂市の現状

（ ３ ） 下呂市の将来人口推計

国立社会保障・ 人口問題研究所による将来人口推計によれば、総人口は今後も毎年減

少し続け、 2025年には 3万人を割り込むと推測されている。 また、生産年齢人口も全体
の 50％以下と なるこ と から、働き盛り の世代が減ること で経済活動も縮小し、市の活力
が著しく 低下したり 若い世代が減ること で、地域での互助（ 助け合い）が成り立たなく な

り 社会保障費が大きく 増えること も懸念される。

図表 下呂市1- 3  の将来人口推計 （単位：人）

2015年
（平成 27年） 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

年少人口 3,877 3,339 2,894 2,562 2,360 2,210
（構成比） ％ ％ ％ ％ ％ ％ (11.3 ) (10.4 ) (9.7 ) (9.3 ) (9.3 ) (9.5 )

生産年齢人口 17,466 15,797 14,421 13,028 11,740 10,384
（構成比） ％ ％ ％ ％ ％ ％ (51.1 ) (49.4 ) (48.4 ) (47.3 ) (46.2 ) (44.4 )
老年人口 12,836 12,882 12,468 11,968 11,330 10,790
（構成比） ％ ％ ％ ％ ％ ％ (37.6 ) (40.2 ) (41.9 ) (43.4 ) (44.5 ) (46.1 )
総人口 34,179 32,018 29,783 27,558 25,430 23,384

出典： 国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将来推計人口（ 平成 年 月推計25 3 ）」

出典： 国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将来推計人口（ 平成 年 月推計25 3 ）」
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第１章 下呂市の現状

２ 主要施設の立地状況

【病院・診療所】

馬瀬診療所、上原診療所以外の病院・ 診療所については主要駅付近に立地している。

図表 病院1- 4 ・診療所位置図

飛騨小坂駅

飛騨金山駅

飛騨宮田駅

上呂駅

飛騨萩原駅

禅昌寺駅

下呂駅

焼石駅

小坂診療所

馬瀬診療所

下呂温泉病院

上原診療所
中原診療所

金山病院

凡 例

公立病院・ 診療所

民間病院等
地区 診療所・病院

萩原

大塚耳鼻咽喉科医院

南ひだせせらぎ病院

こばやし整形外科

中田医院

萩原北醫院

藤岡医院

村瀬眼科クリ ニッ ク

下呂

おく むらク リ ニッ ク

黒木医院

小池医院

近藤医院

花田医院

金山
阿部医院

福井医院

地区 歯科病院

小坂 小木曽歯科医院

萩原

松本歯科医院

冨永歯科医院

粥川歯科医院

すわのもり 歯科医院

ふたつや歯科医院

はぎわら歯科

馬瀬 馬瀬フ ォ レスト歯科

下呂

あきよし歯科

青島歯科医院
ワイワイデンタルク リ ニッ ク

下呂フ ォ レスト歯科

八原歯科医院

金山
蔡歯科医院

スマイル歯科
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第１章 下呂市の現状

【小・中学校、高等学校】

駅から離れて点在する集落にも小・ 中学校が立地している。

図表 小1- 5 ・中学校、高等学校位置図

飛騨小坂駅

飛騨金山駅

焼石駅

下呂駅

禅昌寺駅

飛騨萩原駅

上呂駅

飛騨宮田駅

小坂小学校

小坂中学校
尾崎小学校

宮田小学校

萩原北中学校

萩原小学校

益田清風高等学校

萩原南中学校

下呂小学校

下呂中学校

竹原小学校

竹原中学校

上原小学校

中原小学校

東第一小学校

下原小学校

金山小学校

金山中学校菅田小学校

馬瀬小学校

凡 例

学校（ 小・ 中・ 高）
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第１章 下呂市の現状

【市役所・公民館等】

市役所（ 振興事務所）や公民館等の公共施設は、旧町村の中心部や主要な集落等でバス

路線沿線に立地している。

図表 市役所1- 6 ・公民館等位置図

飛騨小坂駅

飛騨金山駅

焼石駅

下呂駅

禅昌寺駅

飛騨萩原駅

上呂駅

飛騨宮田駅

小坂振興事務所・ 小坂山村開発センター

岐阜県下呂総合庁舎

下呂市役所建設農林部
下呂市役所 萩原庁舎（ 星雲会館）

馬瀬振興事務所・

馬瀬中央公民館

下呂市役所 下呂庁舎

下呂交流会館

下呂振興事務所・

下呂市民会館

下呂振興事務所竹原出張所・

竹原公民館

東公民館

金山市民会館

菅田公民館

金山振興事務所・ 下原公民館

凡 例

市役所・ 庁舎・ 公民館
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第１章 下呂市の現状

【商業施設（スーパー等）】

主要な商業施設は主要駅周辺や国道 号沿線41 の人口が集積している地域に立地してい

る。

図表 商業施設位置図1- 7  

飛騨小坂駅

飛騨金山駅

焼石駅

下呂駅

禅昌寺駅

飛騨萩原駅

上呂駅

飛騨宮田駅

JAひだ Aコープ小坂

JAひだ  Aコープ浅水

マツオカ萩原店JAひだ  Aコープ萩原

バロー萩原店

JAひだ A-PC

下呂ショ ッ ピングセンターピア

マツオカ金山店

JAひだ Aコープ金山

GENKY萩原上呂店

V・ drug萩原北店

ジッ プドラッ グ上呂店

V・ drug萩原中央店

ジッ プドラッ グ下呂店

V・ drug下呂店

JAひだ Aコープ竹原

GENKY金山店

スギ薬局萩原店

凡 例

商業施設
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第１章 下呂市の現状

３ 人口流動の状況

（ １ ） 通勤に係る市域外の流動

下呂市に常住する通勤者は 17, 107人で、高山市、中津川市、白川町の順で流動が多い。

図表 通勤流動1- 8  

出典： 平成 年国勢調査27  

下呂市

15,514

高山市

407 473

郡上市

138 

67 

関市

45

53

岐阜市

47 

43 

美濃加茂市

61 
97

可児市

24 

57 

七宗町

30 28

白川町

146

193

中津川市

267

243

凡例

自市町村

１～49人

～50 99人

～100 199人

人200 ～

川辺町

17 31
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第１章 下呂市の現状

（ ２ ） 通学に係る市域外の流動

下呂市に常住する通学者は 1, 263人で、市外への流動は高山市が最も多く 、次いで美
濃加茂市への流動が多い。

図表 通1- 9  学流動

出典： 平成 年国勢調査27  
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第１章 下呂市の現状

４ 観光入り込み客数の動向

（ １ ） 下呂市の観光動向

下呂温泉の宿泊者数は、平成 年度18 からの 10年間で東日本大震災等の影響を受けた
平成 年度22 と 平成 年度26 を除き 100～110万人台で推移している。また、国内からの宿
泊客はほぼ横ばいなのに対して、外国からの宿泊者数は平成 年度22 から増加傾向にある。

図表 下呂市1- 10  と下呂温泉宿泊者数の推移

出典： 下呂温泉宿泊調査

図表 国内1- 11  ・外国人下呂温泉宿泊者数の推移

出典： 下呂温泉宿泊調査
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香港 - - - - - - - - 4,359 16,095 19,955
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第１章 下呂市の現状

（ ２ ） 交通機関別にみる宿泊者数の推移

下呂温泉への交通機関別の宿泊者数をみると 、自家用車が年間 万人67 と 最も多く 、

年々増加傾向にある。一方、観光バスは減少傾向、鉄道はインバウンド及び旅行商品増等

により増加傾向にある。平成 年度28 の交通機関別割合をみると 、自家用車63. 7%、観光
バス 18. 1％、鉄道16. 6％、その他1. 6％と なっ ており 、全体の約 割6 が自家用車を利用

している。

図表 下呂温泉宿泊者数1- 12  の交通機関別推移

出典： 下呂温泉宿泊調査
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第１章 下呂市の現状

５ 地域における今後の動向

（ １ ） 旧下呂温泉病院跡地の二次交通発着所整備

下呂市地域再生計画（ 平成 年 月 日認定 計画期間28 3 15  は、認定日～平成 年度末32
まで）に基づいて、下呂温泉と市内の各観光資源を結ぶ二次交通の整備のため、二次交通

発着所と駐車場を整備すること にしている。また、周遊バス運行の事業化に向けて、調

査、検証を行う こと にしている。

図表 二次交通発着所1- 13 の整備予定箇所図

（ ２ ） 教育・ 保育の提供体制の確保に係るバス運行

少人数の保育園では、平成 年度29 から小規模保育が実施され、「 未満児保育」、「 一時

保育」、「 子育て相談」、「 ～3 5歳児の長時間保育」、「 通園バスの乗車場所」 と いっ た様々
な機能を備えた多機能型の子育て・ 保育支援施設（ 以下、「 子育て保育ステーショ ン」 と

いう ） と なる。そのこと により 、 ～3 5歳児を子育て保育ステーショ ンから連携施設（ 保
育所、認定こども園） へ送迎する専用バスが必要になる。

（ ３ ） 金山地域「 小さな拠点ネッ トワークづく り 構想」

道の駅かれん、温泉施設「 湯っ たり館」、金山病院等の周辺地域を「 小さな拠点」 と し

て機能を充実すると と もに、道の駅と周辺の各地区、駅等を結ぶ公共交通の利便性向上、

新たなネッ トワークの形成等の取組みを進めよう と している。

整備予定地


